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阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
20
年
度
及
び
平
成
21
年
度
に
係
る
財
政
事
情
を
こ
こ
に
公

表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
南
市
長　

岩　

浅　
　

嘉　

仁

平
成
21
年
度　

一
般
会
計
当
初
予
算

　
　

 

２
８
１
億
３
千
万
円

　

本
市
の
平
成
21
年
度
当
初
予
算
額

に
つ
き
ま
し
て
、
一
般
会
計
で
は

２
８
１
億
３
千
万
円
で
あ
り
、
前
年

度
に
比
べ
２
．
４
％
の
減
、
特
別
会

計
の
合
計
で
は
、
前
年
度
比
５
．
８

％
増
の
１
７
８
億
５
，５
２
２
万
円
、

企
業
会
計
は
収
益
的
支
出
で
０
．
１

％
増
の
14
億
６
，
６
９
６
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

21
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
景
気
の
後
退
に
よ
る
厳
し

い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
優
先
順
位

の
選
択
と
予
算
配
分
の
重
点
化
・
効

率
化
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
第
４
次
阿
南
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
理
念
に
沿
っ
て
、
当
面

す
る
課
題
で
あ
る
南
海
・
東
南
海
地

震
に
備
え
た
教
育
施
設
の
耐
震
化
な

ど
の
防
災
対
策
・
消
防
体
制
の
充
実
、

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
、

衛
生
・
環
境
行
政
の
充
実
、
地
域
情

報
化
の
推
進
、
生
活
関
連
道
路
、
住

宅
、
公
共
下
水
道
等
の
社
会
基
盤
や

農
林
漁
業
等
の
生
産
基
盤
を
整
備
す

る
な
ど
、
特
に
生
活
環
境
に
係
る
も

の
を
優
先
し
、
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
行
財
政
全
般
に
わ
た

る
改
革
を
積
極
的
か
つ
計
画
的
に
進

め
な
が
ら
、「
市
民
本
位
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、「
活

力
あ
ふ
れ
豊
か
な
心
で
ふ
れ
あ
う
阿

南
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
政
事
情
の

　

公
表
に
あ
た
っ
て

注：財政事情の表記の万円単位については
　　端数処理を行っています。

４．歳出の内訳

１．歳入の内訳 ２．市税負担の概況



広報 あなん 平成 21年（2009）４月 1日〈第 609 号〉3

平成21年度当初予算における主要事業

１．活力をよぶ産業都市づくり　　　　  3億2,556万円
農林漁業の振興…地域農業振興事業、有害鳥獣対策事業、農地・

水・農村環境保全向上活動支援事業、農業用施設新設改良事業、

大潟漁港改修事業、耕作放棄地全体調査事業など

商工業・観光の振興等…インキュベーション施設整備事業、蒲生

田岬観光用モニュメント整備事業、道の駅広場整備事業、光のま

ちづくり事業補助、那賀川渇水対策協議会運営事業補助など

雇用環境の充実…ふるさと雇用再生・緊急雇用創出事業

２．人々が集う交流都市づくり　　　　17億2,113万円
市街地の整備…都市計画マスタープラン策定業務

道路・交通網の整備…地方道路交付金事業（領家日開野線、油

免寺ノ前線、四国横断自動車道側道整備、佃町滝ノ下線）、地方

特定道路整備事業（富岡横見線）、ＪＲ牟岐線ユニバーサルデザ

イン化事業補助など

地域情報化の推進…電子入札導入事業、公有財産情報管理システ

ム導入事業など

防災・消防・防犯体制の充実…防災公園整備事業（橘地区、津

乃峰地区、ゆたか野地区）、小・中学校ほか建物耐震化等事業、

民間建築物耐震化支援事業、自主防災組織活動支援事業、消防

施設等整備事業、高規格救急車購入など

３．潤いあふれる海と川と緑の環境都市づくり　　 9億9,578万円
環境循環型社会の形成…電気式（乾燥式）生ごみ処理機購入助

成事業、食用廃油回収容器設置事業、「菜の花フレンド」推進事

業など

住宅の整備…公営住宅建設事業（井関団地建替え）、公営住宅ス

トック総合改善事業（地デジ対応等）など

下水道の整備…公共下水道整備事業、都市下水路整備事業、小

型合併処理浄化槽設置補助など

治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策事業など

衛生環境行政の充実…ごみ処理施設 PFI 事業アドバイザリー業務

委託、ごみ処理施設生活環境影響調査業務委託など

４．心かよう温かい健康福祉都市づくり　64億1,737万円
地域福祉の推進、保健・医療の充実…阿南市地域福祉計画策定

事業、社会福祉事業等活動費補助、予防接種、母子保健対策事業、

妊婦一般健康診査事業、救急用自動体外式除細動器設置事業など

高齢者福祉・子育て支援・障害者福祉の充実…地域活動支援セン

ター運営事業費補助、障害者地域生活支援事業、子育て支援施設

整備事業、ファミリーサポートセンター運営事業、ひとり親家庭自立

促進計画策定事業、高齢者要援護者管理システム導入事業など

５．歴史と個性が輝く生涯学習・文化都市づくり　  8億8,130万円
生涯学習環境の整備…ふるさと活性 21 活動補助など

学校教育の充実…阿南第一中学校改築事業、福井小学校改築事

業、新野小学校プール建設事業、英語教育推進事業、教育振興

計画策定事業など

人権の尊重…人権フェスティバル事業など

男女共同参画社会の推進…女性のための生き方なんでも相談事業

など

豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…郷土史編さん事

業、野球のまち阿南推進協議会補助事業、歌舞伎公演開催など

６．参加と連携・ふれあい都市づくり　16億8,125万円
市民と行政との協働によるまちづくり…農業委員会委員選挙費用、

市議会議員選挙費用、衆議院議員選挙費用、第5次阿南市総合計

画策定事業など

効率的な行政運営…庁舎建設事業、行政評価制度定着支援業務

など

６．市有財産の状況（平成19年度末現在）

７．基金の状況 （平成20年度末現在高見込み）

５．市債現在高の状況
　　　（単位：㎡）

　（単位：万円）

　（単位：万円 ,％）

区　　分 土　地 建　物

行 政 財 産 1,761,541 392,818 

普 通 財 産 69,305 1,541 

財 政 調 整 基 金 99億354

減 債 基 金 28億380

特 定 目 的 基 金 83億7,895

定 額 資 金 運 用 基 金 ４億9,689

区　　　　分
平成20年度末現在高見込み 平成21年度末現在高見込み

見込額（万円） 構成比
（％） 見込額（万円） 構成比

（％）
⑴　普 　 　 通 　 　 債 237億3,064 76.8 222億5,601 74.8 
　１総　　　　　　務 17億273 5.5 16億1,936 5.5 
　２民　　　　　　生 10億2,843 3.3 ９億3,505 3.2 
　３衛　　　　　　生 12億4,103 4.0 ９億4,422 3.2 
　４農 林 水 産 21億42 6.8 17億9,375 6.0 
　５商　　　　　　工 ３億7,622 1.2 ２億7,654 0.9 
　６土　　　　　　木 94億2,665 30.5 93億2,575 31.3 
　７公 営 住 宅 17億2,418 5.6 16億248 5.4 
　８消　　　　　　防 16億3,457 5.3 15億8,173 5.3 
　９教　　　　　　育 44億9,641 14.6 41億7,713 14.0 
⑵　災 害 復 旧 債 １億1,029 0.4 8,785 0.3 
　１単 独 災 害 360 0.0 306 0.0 
　２補 助 災 害 １億669 0.4 8,479 0.3 
⑶　そ 　 　 の 　 　 他 70億4,685 22.8 74億2,407 24.9 
　１減 収 補 て ん 債 ５億1,025 1.7 ５億281 1.7 
　２減 税 補 て ん 債 17億7,090 5.7 15億8,054 5.3 
　３臨時税収補てん債 ２億5,949 0.8 ２億3,290 0.8 
　４一般会計出資債 ３億8,956 1.3 ３億8,574 1.3 
　５臨時財政対策債 41億728 13.3 47億1,458 15.8 
　６財 政 健 全 化 債 937 0.0 750 0.0 

合　　　計 308億8,778 100.0 297億6,793 100.0 
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平成20年度一般会計予算の執行概況（３月補正含む）

１．平成21年度予算 ２．平成20年度予算執行概況
会　　計　　名 平成21年度

当 初 A
平成20年度
当 初 Ｂ

比   較
A － B

水道事業
会　　計

収益的
収入 15億1,013 15億5,560 △4，547

支出 14億6,696 14億6,607 89

資本的
収入 ５億9,277 ８億7,694 △2億8,417

支出 ９億8,824 15億2,676 △5億3,852

会　　計　　名 現計予算 収入済額
平成 21 年 2 月 28 日現在

支出済額
平成 21 年 2 月 28 日現在

水道事業
会　　計

収益的
収入 16億635 13億9,688

支出 15億2,690 11億6,802

資本的
収入 16億5,264 １億1,900

支出 26億2,239 5億6,325

　（単位：万円） 　（単位：万円）

公 営 事 業 会 計 の 状 況

１．平成21年度予算 ２．平成20年度予算執行概況

会　　計　　名 平成21年度
当 初 A

平成20年度
当 初 Ｂ

比　　　較
A　－　Ｂ

住宅新築資金等貸付事業特別会計 8,720 1億10 △1,290
加茂谷財産区運営事業特別会計 38 38 ０
伊島財産区運営事業特別会計 156 156 ０
国民健康保険事業特別会計 79億5,500 74億4,100 5億1,400
加茂谷診療所事業特別会計 8,000 7,990 10
伊島診療所事業特別会計 1,750 1,600 150
老 人 保 健 特 別 会 計 9,250 9億3,300 △8億4,050
公共下水道事業特別会計 15億8,730 8億3,580 7億5,150
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 66億8.300 61億5,300 5億3,000
伊島地区生活排水処理事業特別会計 660 662 △2
学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 4億6,800 4億2,300 4,500
奨学資金貸付事業特別会計 660 582 78
春日野地域下水道事業特別会計 3,250 3,486 △236
羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億737 1億1,292 △ 555
豊香野地区生活排水処理事業特別会計 1,872 1,911 △ 39
後期高齢者医療特別会計 7億1,100 7億1,500 △ 400

会　　計　　名 現計予算
３月補正含む

収入済額
平成 21 年 2 月 28 日現在

支出済額
平成 21 年 2 月 28 日現在

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1億10 4,325 6,444
加茂谷財産区運営事業特別会計 38 38 0
伊島財産区運営事業特別会計 156 156 0
国民健康保険事業特別会計 82億2,900 58億5,621 65億7,053
加茂谷診療所事業特別会計 8,210 5,856 6,573
伊島診療所事業特別会計 1,600 623 1,076
老 人 保 健 特 別 会 計 10億1,772 8億809 7億2,996
公共下水道事業特別会計 10億6,054 2,541 3億4,899
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 65億8,950 58億6,374 53億1,294
伊島地区生活排水処理事業特別会計 1,186 1,082 372
学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 4億2,300 3億2,467 3億1,859
奨学資金貸付事業特別会計 582 305 218
春日野地域下水道事業特別会計 3,486 1,878 1,493
羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億1,584 4,888 7,147
豊香野地区生活排水処理事業特別会計 1,911 188 924
後期高齢者医療特別会計 6億2,751 5億1,538 4億3,083

　（単位：万円） 　（単位：万円）

特 別 会 計 の 状 況

平成21年2月28日現在
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阿南市職員の給与の現状

１．人件費の状況

　平成20年度　
　一般会計3月補正後予算総額351億9,460万円

６．一般行政職の級別職員数の状況

２．職員給与費の状況

３．職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

７．扶養手当の状況

８．住居手当の状況

９．期末、勤勉手当の状況（20 年度支給割合）

４．職員の初任給の状況

５．職員の経験年数別平均給料月額の状況

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 333,439円 45歳

扶　養　親　族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親族1人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳の年度末
までの子

1人につき5,000円
を加算

区　　分 内　　容
（支給月額）

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円
を超える家賃

27,000円を限度
とし算定した額 同

取得後5年以内 5,000円 異 国の制度
2,500円

その他 4,500円 異 国の制度
　　 0円

期末手当 勤勉手当

6月期 （1.2月分）
1.4月分

（0.95月分）
0.75月分

12月期 （1.4月分）
1.6月分

（0.95月分）
0.75月分

計 （2.6月分）
3.0月分

（1.9月分）
1.5月分

区　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用2年経過
日の給料額 初任給 採用2年経過

日の給料額

大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 184,200円

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 254,600円 306,400円 352,100円

高校卒 220,300円 258,600円 310,600円

一
般
職

借
家（
間
）

職
制
上
の
段
階
、職
務
の
級
等

に
よ
る
加
算
措
置
有

持
　
家

一
般
職
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南
海
地
震
は
、
歴
史
的
に
１
０
０

年
か
ら
１
５
０
年
間
隔
で
発
生
し
て

お
り
、
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
ク
ラ
ス
の
大
地

震
と
い
わ
れ
、
阿
南
市
で
は
非
常
に

強
い
揺
れ
と
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

津
波
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
過

程
で
、
市
内
沿
岸
域
の
各
地
点
で
の

津
波
想
定
水
面
高
が
判
明
し
ま
し

た
の
で
、
日
常
生
活
の
中
で
津
波
被

害
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
ま
た
、
住
民

へ
の
啓
発
効
果
を
期
待
し
、
平
成
18

年
度
に
市
内
沿
岸
域
43
カ
所
の
電
柱

に
、
次
期
南
海
地
震
等
で
想
定
さ
れ

る
津
波
想
定
高
を
記
し
た
表
示
テ
ー

プ
を
貼
り
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
、
平
成
20
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
津
波
被
害
の
更
な
る
啓
発
を
図
る

た
め
、
市
内
沿
岸
域
50
カ
所
の
電
柱

に
津
波
高
表
示
テ
ー
プ
を
貼
り
付

け
、
現
在
、
合
計
93
カ
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

●
地
区
名
と
設
置
箇
所

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
安
全
局

（
☎
22
―
９
１
９
１
）
へ

　

今
回
は
、
津
波
高
表
示
テ
ー
プ

設
置
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
区
名

設
置
箇
所

那
賀
川

14

富
　
岡

11

見
能
林

23

橘

21

福
　
井

10

椿

14

合
　
計

93

10．退職手当の状況（支給率）

11．特別職の報酬月額等の状況

12．定員管理の状況
ア　部門別職員数の状況と主な増減理由

イ　定員適正化目標
　阿南市行財政改革推進大綱を指針として合併による財政的効果を最大限に発
揮させるため、財政の健全化と市民サービスの向上との均衡を保ちつつ、定員
の適正化を図る。

ウ　定員適正化手法の概要
　組織機構の簡素化と合理化、事務事業の見直し、民間委託及び情報化による
事務処理の効率化等を進めることにより適正な定員管理を推進する。

エ　定員適正化計画の年次別進捗（実績）の概要

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者 ・派遣職員
　　  などを含み、　臨時または非常勤職員を除いています。

（注）１　計画期間は、19年～23年の5年間である。
　　  ２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
　　  ３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画1年目以降
　　　 現年までの職員増減数の累計を示す。                                                 

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自己都合 23.5月分 33.5月分 47.5月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分

　　　　区　　分
部　　門

18年
計画始期

19年
１年目

20年
2年目

21年
3年目

22年
4年目

23年
5年目

19年〜20年
計

（参考）
数値目標

一般行政 職員数 658 640 616 − 601
増　減 △18 △ 24 △42（73.7％） △57

教　 育 職員数 177 173 170 − 168
増　減 △4 △3 △7（77.8％） △9

消　 防 職員数 101 104 104 − 105
増　減 3 0 3（75.0％） 4

公営企業
会 計 等

職員数 64 65 65 − 58
増　減 1 0 1（△16.7％） △6

計 職員数 1,000 982 955 − 932
増　減 △18 △27 △45（66.2％） △68

職員数 対前年
増減数 主 な 増 減 理 由平成19年 平成20年

議　会 7 7 0
総　務 145 135 △ 10 業務体制の見直しによる減
税　務 39 39 0
民　生 240 228 △ 12 退職による減
衛　生 89 88 △ 1 業務体制の見直しによる減

農林水産 41 39 △ 2 業務体制の見直しによる減
商　工 14 14 0
土　木 65 66 +1 住宅建設業務の増
小　計 640 616 △24
教　育 173 170 △ 3 退職による減
消　防 104 104 0
小　計 277 274 △3

普通会計 917 890 △27
病　院 2 2 0
水　道 29 29 0
下水道 10 10 0
その他 24 24 0
小　計 65 65 0

合　　計 982 955 △27

公 営 企 業 等	 会  
計  部 門

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
会
計
部
門

特
別
行
政
部
門

期末手当は年間 3.35 月分です。　
（単位：万円）

津波高表示テープ　設置状況（橘地区）
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平
日
に
仕
事
の
都
合
等
で
金
融
機

関
や
市
役
所
へ
行
け
な
い
方
な
ど
の

納
税
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

毎
月
最
終
日
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
「
市
税
日
曜
窓
口
」
の
開
設
場
所

が
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
「
市
役
所

本
庁
の
み
」
の
開
設
と
な
り
ま
す
。

市
税
の
納
付
及
び
納
付
相
談
の
あ
る

方
は
市
役
所
本
庁
納
税
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所　

市
役
所
本
庁
納
税
課

開
設
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

問
い
合
わ
せ
は　

納
税
課
（
☎
22
―

１
７
９
２
）
へ

　

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
に
関
す
る
巡
回
年
金
相
談
を
電

話
予
約
に
よ
る
完
全
予
約
制
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
ご
予
約
は
、
相
談
希

望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
お
受
け
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
予
約
電
話
を
受
付

す
る
際
に
は
、
相
談
者
氏
名
、
基
礎

年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
場
所　

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

第
48
回
阿
南
市
美
術
展
が
、
５
月

２
日
㈯
か
ら
４
日
㈪
ま
で
の
３
日

間
、
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
出
品
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
品
資
格　

阿
南
市
在
住
者
、
阿
南

市
出
身
者
及
び
阿
南
市
に
関
係
の
深

い
方
で
、
阿
南
市
美
術
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
。
小
中
学
生
の
方
の
出

品
は
で
き
ま
せ
ん
。

出
品
規
格　

▼
日
本
画
＝
６
号
～
50

号
（
額
装
ま
た
は
表
装
）
▼
洋
画
＝

６
号
～
50
号
（
額
装
）
▼
書
道
＝
聯

落
以
下
（
額
装
ま
た
は
軸
仕
立
て
）、

縦
・
横
自
由
▼
写
真
＝
半
切
～
全
紙

　

阿
南
市
を
14
エ
リ
ア
に
分
け
阿
南

市
の
文
化
財
と
巨
樹
を
写
真
付
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

一
冊
５
０
０
円
で
４
月
中
旬
よ
り

文
化
振
興
課
で
販
売
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課

（
☎
２
２
―
１
７
９
８
）
へ

（
フ
ス
マ
張
り
）
▼
彫
塑
工
芸
＝
横

１
ｍ
×
縦
１
・
５
ｍ
ま
で
・
展
示
に

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
仕
立
て
る
こ
と

※
規
格
以
外
の
作
品
は
受
付
・
展
示

で
き
ま
せ
ん
。

※
作
品
に
ガ
ラ
ス
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ア
ク
リ
ル
板
は
可
。

出
品
料　

１
点
に
つ
き
５
０
０
円
。

出
品
料
以
外
に
美
術
協
会
年
会
費

１
，
０
０
０
円
。
初
め
て
出
品
さ
れ

る
方
・
３
年
以
上
出
品
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
美
術
協
会
入
会
金
１
，

０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

作
品
の
受
付
・
搬
入　

４
月
26
日
㈰

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
夢

ホ
ー
ル
２
階
研
修
室
へ
。
こ
の
と
き

以
外
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課

（
☎
22
―
１
７
９
８
）
へ

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
談
日　

奇
数
月
の
第
１
木
曜
日

予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は　

徳
島

南
社
会
保
険
事
務
所
総
合
相
談
室
年

金
給
付
課
（
☎
０
８
８
―
６
５
２
―

１
５
１
１
）
へ

納
税
課
よ
り
お
知
ら
せ

『
市
税
日
曜
窓
口
』の

開
設
場
所
が
変
わ
り
ま
す

平
成
21
年
度
巡
回

年
金
相
談
日
程

阿
南
市
美
術
展
作
品

出
品
の
ご
準
備
を

「
阿
南
市
の
文
化

財
・
巨
樹
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た

平成21年

5月7日㈭
7月2日㈭
9月3日㈭

11月5日㈭

平成22年
1月7日㈭
3月4日㈭

あぶない！こんなに事故が

●阿南署管内平成21年2月分合計　（　）内は1月からの累計

交通事故

救　　急

火　　災

件　　数
死　　者
負 傷 者
件 数
搬送人数
件 数
損 害 額

189 件（376）
0 人　   （0）

24 人　 （57）
213 件（471）
206 人（464）

3 件　   （4）
10,125 千円（10,401）

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

新
年
度
に
な
り
忙
し
く
な
る
時
期

で
す
が
、
防
犯
対
策
や
交
通
事
故
防

止
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
事
件
事

故
の
抑
止
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

全
国
的
に
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
阿
南
市
内

に
お
い
て
も
昨
年
、
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
が
15
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
や
市
町
村
役
場
等
の

職
員
が
、
電
話
で
還
付
手
続
き
の
詳

細
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
や
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
手
続
き
を
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
時
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
後
「
定
額
給
付
金
」
に

絡
ん
だ
も
の
な
ど
、
新
し
い
手
口
の

振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

自
転
車
泥
棒
に
注
意
！

　

阿
南
警
察
署
管
内
の
駅
・
量
販
店

等
の
駐
輪
場
で
の
自
転
車
の
盗
難
が

跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
昨
年
は
72
件
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
64
件
は

無
施
錠
で
し
た
。
駐
輪
す
る
際
は
必

ず
鍵
か
け
を
し
て
、
自
転
車
の
盗
難

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
！

　
「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が
４
月
６

日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
実
施

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

に
重
点
を
置
き
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22
―
０
１
１
０
）
へ
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春
は
出
会
い
の
季
節
で
あ
り
、
別
れ
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。

　
「
田
舎
で
生
ま
れ
、
田

舎
で
育
っ
た
と
い
う
こ
と

は
教
育
の
最
良
の
部
分
で

あ
る
」。『
若
草
物
語
』
の

著
者
と
し
て
、
有
名
な

米
国
の
女
流
作
家
ル
イ
ー

ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ

ト
が
今
か
ら
約
１
３
０
年

前
、
ち
ょ
う
ど
新
野
西
小

学
校
が
創
立
さ
れ
た
頃
に

記
し
た
言
葉
で
す
。

　

新
野
西
小
学
校
は
、
ウ

グ
イ
ス
鳴
く
緑
濃
き
山
な

み
と
オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
泳
ぐ

清
流
〝
桑
野
川
〟
に
恵
ま

れ
た
素
朴
な
学
び
舎や

と
し

て
、
創
立
以
来
１
３
４
年

の
校
史
を
刻
ん
で
き
ま
し

た
。
山
紫
水
明
の
郷
で
多

感
な
少
年
期
を
過
ご
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
木
や
竹
、
葉
っ
ぱ
な
ど
で
お
も
ち
ゃ

を
作
り
、
山
や
野
か
ら
お
や
つ
を
見
つ
け
出
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
暮
ら
し
の
中
か
ら
忍
耐
と
努
力
と
創

造
力
が
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
小
規
模
校
が
ゆ
え
に

連
帯
感
も
強
く
、
上
級
生
の
下
級
生
に
対
す
る
思
い

や
り
、
教
師
の
児
童
に
対
す
る
教
育
愛
、
地
域
住
民

の
学
校
愛
が
相
ま
っ
て
、
そ
の
絆
は
ま
す
ま
す
強
固

な
も
の
と
な
り
、
人
を
信
じ
る
心
が
醸
成
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
信
は
万
物
の
基
を
な
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
上
下

の
分
け
隔
て
無
く
、
互
い
に
敬
い
信
じ
あ
え
る
心
を

育
む
こ
と
こ
そ
、
人
間
の
最
も
基
礎
的
な
資
質
の
向

上
に
繋つ
な

が
る
も
の
で
す
。

　

全
校
児
童
数
が
１
５
０
人
を
超
え
て
い
た
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
６
名
の
児
童
数
を
も
っ
て
、
去
る

３
月
８
日
多
く
の
関
係
者
が
集
い
、
休
校
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
58
年
に
県
議
会
議
員
に
な
っ
て
以
来
、

毎
年
運
動
会
や
校
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
心
温
ま
る

交
流
を
お
与
え
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
だ
け

に
、
個
人
的
に
も
万ば
ん
か
ん感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
周
辺
地
域
を
取
り
巻
く

状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
、
山
紫
水
明
の
学

び
舎
に
再
び
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
響
く
こ
と
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
仲
間
を
信
じ
地
域
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
精
神
は
決
し
て
色
褪あ

せ
る
こ
と
な

く
、
卒
業
生
や
校
区
住
民
の
心
の
中
に
生
き
続
け
る

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

新
野
西
小
学
校　

あ
り
が
と
う
。

　
　

お
く
り
も
の

　
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

福
村
町　

福
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ　

様
か
ら
資
源
ゴ
ミ

回
収
に
よ
る
収
益
金
を
社
会
福

祉
事
業
運
営
基
金
へ

●
車
椅
子
二
台

那
賀
川
町　

平
島
小
学
校　

様

か
ら

加
茂
谷
中
学
校
へ

●
金
十
万
円

徳
島
市
八
万
町　

松
村
高
明　

様
か
ら
学
校
の
図
書
充
実
資
金

と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
野
西
小
学
校

　
　

休
校
に
よ
せ
て

　

昨
今
の
振
り
込
め
詐
欺
は
巧
妙
な

手
口
で
近
寄
っ
て
き
ま
す
。
少
し
で

も
不
審
な
電
話
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

迷
わ
ず
市
役
所
か
警
察
署
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22
―
３
４
２
９
）
ま
た
は
阿
南

警
察
署
（
☎
22
―
０
１
１
０
）
へ

表
記
訂
正

　

先
月
号
の
「
お
く
り
も
の
」
欄
に

掲
載
し
ま
し
た
表
記
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
金
五
十
万
円　

山
口
町　

陶
久
加
奈
美　

様
か
ら

御
主
人
良
夫
様
の
香
典
返
し
に
替

え
て
社
会
福
祉
事
業
運
営
基
金
へ

　
　
　

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

平
成
22
年
成
人
式
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
成
人
式
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
、
式
の
企
画
か

ら
運
営
ま
で
し
て
み
た
い
と
考
え
て

お
ら
れ
る
方
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。（
会
議
は
５
回
程
度
開
催
予
定
）

応
募
資
格

○
新
成
人
（
平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
）

○
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

締
切
日　

４
月
22
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
☎
22
―
３
３
９
１
）
へ

定
額
給
付
金
等
の
給
付
を

よ
そ
お
っ
た
「
振
り
込
め

詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の

詐
取
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

船
瀬
温
泉

【
４
月
の
休
館
日
は
】

 

6
・
13
・
20
・
27
日

☎21−3030

成
人
式
実
行
委
員
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
の
価
格

（
評
価
額
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
６
月
１

日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日

は
除
く
）

縦
覧
場
所　

市
役
所
税
務
課
固
定
資

産
税
係
、
那
賀
川
支
所
及
び
羽
ノ
浦

支
所

縦
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税
の
納

税
者
や
代
理
人
で
す
。
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
例
：
運
転
免
許
証
等
）

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。な
お
、

代
理
人
の
場
合
に
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

手
数
料　

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無
料

で
す
。
ま
た
、
名
寄
せ
帳
（
ご
自
身

が
納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も
縦

覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
（
た
だ

し
、
コ
ピ
ー
代
と
し
て
１
枚
に
つ
き

10
円
が
必
要
）
と
な
り
ま
す
。

平
成
21
年
は
評
価
替
え
の
年
で
す
。

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
は
、
５
月
に

入
り
発
送
し
、
第
１
期
納
期
限
は
６

月
１
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22
―
１
１
１
４
）
へ

講
座
内
容　

健
康
、
環
境
、
人
権
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
、
芸
術
、
料

理
教
室
、
生
き
が
い
、
ま
ち
づ
く
り
、

現
地
研
修
な
ど
。

募
集
定
員　

１
５
０
人
程
度

受
講
資
格　

学
習
意
欲
の
あ
る
方

受
講
日
時　

５
月
（
開
講
式
）
か
ら

平
成
22
年
２
月
ま
で
の
間
で
、
午
後

７
時
～
９
時（
年
間
７
～
８
回
程
度
）

受
講
料　

年
間
１
，
５
０
０
円

（
料
理
教
室
、
現
地
研
修
な
ど
は
実

費
負
担
が
あ
り
ま
す
。）

受
講
場
所　

ひ
ま
わ
り
会
館
ほ
か

※
運
営
委
員
は
、
講
座
の
企
画
・
運

営
等
に
係
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
運
営
委
員
希
望
の
有
無

を
記
入
の
う
え
、
４
月
24
日
㈮
ま
で

に
〒
７
７
４
―
８
５
０
１
富
岡
町
ト

ノ
町
12
―
３
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22
―
３
３
９
１
）
へ

　

加
茂
谷
地
区
で
は
、
４
月
27
日
㈪

か
ら
５
月
９
日
㈯
ま
で
「
第
21
回
阿

南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

５
月
３
日
㈰
に
は
、
午
前
10
時
か

ら
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
自
然

と
人
情
味
豊
か
な
加
茂
谷
の
里
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト　
●
陸
上
自
衛
隊
第
14
音

楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
●
も
ち
な
げ
●
カ
ン

ド
リ
舟
遊
覧
●
タ
ー
ザ
ン
ト
ラ
イ
ア

ル
●
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
●
ト
ロ
ッ
コ
車
な
ど

と
こ
ろ　

那
賀
中
央
橋
上
流
（
深
瀬

町
）
の
河
川
敷

☆
手
作
り
鯉
の
ぼ
り
大
募
集
！

　

あ
な
た
の
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん

か
？　

５
月
３
日
に
手
作
り
鯉
の
ぼ

り
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。（
入

賞
者
に
は
景
品
あ
り
）
大
き
さ
は
８
ｍ

以
内
で
風
雨
に
強
い
素
材
で
制
作
し

て
く
だ
さ
い
。
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
応
募
さ
れ
る
方
は
事
前

に
、
４
月
15
日
㈬
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
作
品
は
原
則

と
し
て
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
雨
天
順
延
、
延
期
は
５
日
㈫
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

加
茂

谷
公
民
館
（
☎
25
―
０
１
１
３
）
へ

　

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

第
33
回
（
平
成
21
年
度
）

成
人
大
学
受
講
生
・
運
営
委
員
募
集

第
21
回  

阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り

　ＮＨＫ徳島放送局と阿南市では、文化会館開館 10周年を記念し
て「ベストオブクラシック」の公開録音を実施します。アーティス
トによる演奏をたっぷりとお楽しみください。
　入場をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

日　　時　４月25日㈯
　　　　　午後２時 15分開場、午後３時開演（午後５時終演予定）
会　　場　夢ホール（文化会館）
出　　演　高木綾子（フルート）外、ピアノ演奏者
入場申込　郵便往復はがきの往信用裏面に、①郵便番号②住所③名

前④電話番号、返信用表面に、①郵便番号②住所③名前
を記入して、〒 770−8544　ＮＨＫ徳島放送局「ベス
トオブクラシック」入場係までお申し込みください。

締め切り　４月９日㈭必着
※はがき１枚で２名様分のお申し込みとなります。
※お申し込み多数の場合は抽選となります。
※当選した方には入場整理券を、落選した方には落選通知をお送り
　します。
※未就学児の入場はお断りいたします。
放送予定　５月25日㈪　午後７時30分～午後９時10分
　　　　　〈ＮＨＫ−ＦＭ−全国放送〉
問い合わせは　ＮＨK徳島放送局「ベストオブクラシック」係
（☎ 088-626-5996）　受付時間　平日午前10時～午後６時30分
ＮＨＫホームページ　http://www.nhkor.jp/tokushima/
または文化会館（☎ 21−0808）へ

文化会館開館10周年記念
「ベストオブクラシック」

公開録音



美
　

こ
の
活
動
補
助
事
業
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
、
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
の
た
め
に
行
う
人
権

教
育
・
啓
発
に
係
る
調
査
・
研
究
活

動
に
対
し
補
助
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
が
自
ら
学
び
、
差
別
を
無

く
す
実
践
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　

実
施
主
体
の
自
主
的
な
企
画
に
よ

る
人
権
教
育
・
啓
発
に
係
る
調
査
・

研
究
活
動
を
目
的
と
し
た
事
業

補
助
金
の
交
付
対
象
者

　

事
業
実
施
主
体
は
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

①
市
の
区
域
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
し
、
人
権
教
育
及
び

人
権
啓
発
に
関
し
、
自
ら
学
び
差

別
を
無
く
す
実
践
に
取
り
組
む
活

動
の
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

②
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ

と
。

③
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の
役

員
と
な
り
、
ま
た
は
積
極
的
に
政

治
運
動
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
宗
教
団
体
で
な
い
こ
と
。

⑤
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い

　

こ
と
。

補
助
金
の
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
団
体
は
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
団
体
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代

表
者
の
名
前
・
住
所
等

②
活
動
計
画
書

③
補
助
金
交
付
申
請
額
及
び
活
動
に

要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
経
費
の
明

細
書

補
助
対
象
経
費

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
次

の
経
費
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
講
師
等
謝
金

②
講
師
等
旅
費

③
会
場
等
施
設
使
用
料

④
資
料
印
刷
代
等
消
耗
品
費

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
経

費
補
助
金
の
額

　

補
助
金
は
、
一
団
体
に
つ
き
活
動

に
要
す
る
補
助
対
象
経
費
の
合
計
額

と
10
万
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い

額
と
し
ま
す
。

補
助
事
業
数

　

補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範
囲

内
で
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
一
申
請

団
体
に
つ
き
一
回
と
し
ま
す
。

申
請
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
啓
発
課

（
☎
22
―
３
０
９
４
）
へ

教育委員会
渡
り
廊
下

（分庁舎3階）人権相談室

人権擁護委員による、人権相談所を
次のとおり開設します。 平成21年度　第１回

阿南市人権教育・啓発市民講座開設日時　４月20日㈪午後１時30分～ 4 時
開設会場　市役所301会議室（分庁舎３階）
※秘密は固く守られますので、ご相談ください。 日　時　４月28日㈫

　　　　午後 2 時～ 3時30分
会　場　文化会館１階視聴覚室
講　師　辻本　一英さん（芝原生活文化研究所代表）
演　者　中内　正子さん（阿波木偶箱廻しを復活する会代表）
　　　　南　　公代さん（阿波木偶箱廻しを復活する会）
演　題　｢人権文化を考える｣ ～福を運んだでこまわし～
問い合わせは　人権啓発課（☎ 22−3094）へ
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対
象
者　

来
年
３
月
末
ま
で
に
完
成

で
き
る
方
。（
但
し
、
す
で
に
着
工

さ
れ
て
い
る
方
並
び
に
下
水
道
法
第

４
条
第
11
項
の
認
可
を
受
け
た
区

域
、
伊
島
地
区
生
活
排
水
処
理
事
業

区
域
、
春
日
野
地
域
下
水
道
事
業
区

域
、
豊
香
野
地
区
生
活
排
水
処
理
事

業
区
域
及
び
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る

処
理
区
域
は
除
き
ま
す
。）

※
対
象
区
域
に
つ
い
て
は
事
前
に
環

境
保
全
課
ま
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

補
助
金
等　

補
助
金
の
額
は
、
国
の

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
基
準

額
に
基
づ
き
別
に
定
め
ま
す
。な
お
、

昨
年
度
の
補
助
金
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
11
月
30

日
㈪
ま
で
随
時
受
付
。

　

た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
申
請

の
順
に
従
っ
て
交
付
す
る
方
を
決
定

し
ま
す
。

※
申
請
書
の
提
出
は
、
必
要
書
類
を

添
付
の
う
え
、
原
則
と
し
て
浄
化
槽

設
置
工
事
の
初
日
の
８
日
前
ま
で
に

提
出
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類　

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建
築

確
認
通
知
書
の
写
し

③
設
置
場
所
の
案
内
図

④
浄
化
槽
設
置
費
見
積
書
写
し

⑤
浄
化
槽
の
構
造
図

⑥
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑦
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
、
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑧
登
録
証
の
写
し
及
び
登
録
浄
化
槽

管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑨
浄
化
槽
設
備
士
免
状
及
び
小
規
模

合
併
処
理
浄
化
槽
施
行
技
術
特

別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑩
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証
登

録
証
の
写
し

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最
新

の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村
が

発
行
す
る
も
の
）

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22
―
３
４
１
３
）
へ

平
成
21
年
度
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。



美　
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て 

～
下
水
道
～

連
載
⑤　
公
共
汚
水
ま
す
設
置
工
事

広報 あなん 平成 21年（2009）４月 1日〈第 609 号〉11

　
「
公
共
汚
水
ま
す
」
と
は
、
各
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
公
共
下
水

道
に
流
し
込
む
入
り
口
と
な
る
も
の

で
、
原
則
と
し
て
各
家
庭
の
敷
地
内

（
公
私
境
界
か
ら
１
ｍ
以
内
）
に
1

箇
所
ず
つ
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
公
共
ま
す
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
市
が
施
工
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
行
っ
て

い
る
下
水
道
管
埋
設
工
事
に
合
わ
せ

て
順
次
設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

設
置
し
た
公
共
汚
水
ま
す
へ
の
家

庭
排
水
の
接
続
は
、
下
水
道
が
供
用

開
始
さ
れ
る
平
成
23
年
4
月
以
降
と

な
り
ま
す
。
接
続
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ら
、
市
よ
り
各
戸
へ
連
絡

い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
絶

対
に
接
続
し
な
い
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
汚
水
ま
す
は
「
汚
水

専
用
」
で
す
の
で
、
雨
水
を
流
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
阿
南
市
で
は
、
富
岡
町
の
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
か
ら
西
側
に
お
い
て

「
公
共
下
水
道
事
業
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
公
共
汚
水
ま
す
の
設
置
工
事
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

http://www.city.anan.tokushima.jp/

下水道使用料については、現在審議
会を開催し審議しているところです。
阿南市ホームページにて議事要旨を
公開しておりますので、ご覧ください。
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　３月議会が３月３日から２５日までの２３日間の日程で開催されました。

　開会日には、議案審議に先立ち、当面する市政の重要課題につきまして、市長より

所信が表明されます。

　今議会で表明された主な内容につきましては、次のとおりです。

※なお、紙面の関係で、一部を抜粋し、要旨部分のみ掲載しています。全文をご覧になりたい方は、市ホーム
　ページをご覧ください。また、後日作成されます市議会会議録は、市立図書館等で閲覧することができます。

　

今
後
の
地
方
財
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
景

気
の
後
退
に
よ
る
法
人
市
民
税
等
の
市
税
の

大
幅
な
減
収
等
に
よ
る
財
源
不
足
の
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
国
に
お
い
て
は
、

歳
出
改
革
や
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
る
な

ど
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら

に
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
21

年
度
の
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
見
据

え
、
施
策
の
優
先
順
位
の
厳
し
い
選
択
と

予
算
配
分
の
重
点
化
・
効
率
化
を
基
本
に
、

対
前
年
度
比
２
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
予
算

編
成
と
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
「
市
民
本
位
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
生
活

環
境
に
係
る
も
の
を
優
先
し
、
防
災
対
策
・

消
防
体
制
の
充
実
、
少
子
化
・
子
育
て
支

援
、
安
全
で
良
好
な
教
育
環
境
の
提
供
な

ど
９
項
目
の
重
点
施
策
を
取
り
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
、
新
た
な

事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景

気
の
後
退
に
よ
り
、
社
会
経
済
情
勢
が
先

行
き
不
透
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き

続
き
財
政
の
健
全
性
を
堅
持
し
慎
重
な
配

慮
を
し
つ
つ
、
施
策
の
実
現
に
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
長
い
時
間
を
過
ご
す

小
さ
な
社
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
震
な
ど

の
災
害
発
生
時
に
は
地
域
の
防
災
拠
点
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
を
市
政
の
重
要
課
題
と
し
て
捉

え
、
耐
震
化
の
促
進
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
橘
幼

稚
園
や
桑
野
小
学
校
な
ど
１
幼
稚
園
、
４

小
学
校
で
耐
震
補
強
設
計
を
行
う
ほ
か
、
平

島
小
学
校
と
富
岡
小
学
校
で
は
引
き
続
い
て

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
に
、
ま
た
、
阿
南
第

二
中
学
校
と
羽
ノ
浦
中
学
校
に
お
い
て
も
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
校
舎
改
築
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成
21
年
度
は
福
井
小
学
校
、
阿
南
第
一
中

学
校
の
校
舎
改
築
工
事
着
手
に
加
え
、
那
賀

川
中
学
校
の
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
建
設
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

新
野
小
学
校
に
プ
ー
ル
を
整
備
し
、
未
整
備

校
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今

後
は
学
校
関
係
者
と
十
分
協
議
し
、
安
全
で

快
適
な
プ
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
耐
震
化
事
業
を

積
極
的
に
進
め
、
快
適
で
十
分
な
安
全
性
、

防
災
性
、
防
犯
性
や
、
衛
生
的
で
環
境
に
配

慮
し
た
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

景
気
後
退
下
で
の
家
計
へ
の
緊
急
支
援

と
地
域
の
経
済
対
策
に
資
す
る
も
の
で
、

平
成
21
年
２
月
１
日
の
基
準
日
に
お
い
て

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
世
帯

主
及
び
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
を
受
給
者
と
し
、
一
人
あ
た
り

１
万
２
千
円
、
18
歳
以
下
及
び
65
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
、
２
万
円
を
給
付
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

基
準
日
に
お
け
る
支
給
対
象
者
数

は
、
約
７
万
９
千
人
で
、
支
給
額
は
、
約

12
億
２
千
３
百
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

　

阿
南
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
に
お
き

ま
し
て
、
入
札
・
契
約
事
務
制
度
の
改
革

と
し
て
、
電
子
入
札
制
度
の
導
入
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
徳
島

県
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
、

建
設
工
事
及
び
工
事
関
連
委
託
業
務
の
一

部
に
つ
い
て
試
行
運
用
を
行
い
ま
し
て
、
平

成
22
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
運
用
を
開
始

す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

電
子
入
札
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

務
の
効
率
化
な
ど
に
よ
る
発
注
者
及
び
入

札
参
加
業
者
双
方
の
コ
ス
ト
縮
減
、
並
び

に
透
明
性
、
競
争
性
の
一
層
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
庁
舎
建

設
特
別
委
員
会
」
で
、「
現
庁
舎
及
び
そ
の

周
辺
が
望
ま
し
い
」
と
の
意
見
集
約
を
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
用
地
確
保
の
可
能
性
や
早

期
実
現
の
可
能
性
な
ど
の
面
か
ら
慎
重
に
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
を
表
明
し
て
か
ら
４
年
余
り

が
経
過
し
、
そ
の
間
、
市
民
の
方
々
に
多
大

な
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

幅
広
い
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
中
で
、

私
は
「
阿
南
市
の
新
し
い
庁
舎
は
、
現
在
地

に
建
設
す
る
」
こ
と
を
決
断
い
た
し
ま
し
た
。

　

建
設
場
所
が
決
定
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的

に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
先
に
は
仮
庁
舎
問
題
を
始
め
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
も
山
積
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
、
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
精
査
し
、
解

決
に
向
け
て
の
最
善
策
を
見
い
出
し
な
が

ら
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
、
市
民
の
た
め

の
安
全
な
市
役
所
の
建
設
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

財
政
状
況

● 

新
庁
舎
建
設

● 

学
校
施
設
の
整
備

● 

定
額
給
付
金
事
業

● 

公
共
工
事
の
入
札
・
契
約

● 

情
報
通
信
基
盤

　

平
成
23
年
７
月
24
日
よ
り
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
完
全
移
行
す
る
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
、
各
家
庭
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
高
速
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
幹
線
網
の
整
備
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
支
所
、

住
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
学
校
等
を
結

ぶ
公
共
施
設
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
幹

線
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

３月定例市議会　市長所信
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一
般
質
問
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来

月
発
行
さ
れ
ま
す
「
阿
南
市
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

● 

子
育
て
支
援

● 

緊
急
雇
用
・
起
業
化
支
援

● 

公
共
下
水
道
事
業

● 

小
学
校
英
語
活
動

● 

Ａ
Ｍ
Ａ
（
阿
南
市
・
室
戸
市
・
安
芸
市
）
連
携

　

本
事
業
で
整
備
し
よ
う
と
す
る
エ
リ
ア
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
に
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
者
２
社
が
総
務
省
で
許
可
を
得

て
営
業
し
て
い
る
エ
リ
ア
以
外
の
地
域
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21

年
度
前
半
に
工
事
の
発
注
を
行
い
、
平
成

21
年
度
末
ま
で
に
、
セ
ン
タ
ー
設
備
及
び
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
設
備
等
の
設
置
と
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
幹
線
網
の
敷
設
工
事

を
完
成
さ
せ
、
平
成
22
年
度
当
初
か
ら
順

次
加
入
希
望
世
帯
へ
の
引
き
込
み
工
事
に
か

か
れ
る
よ
う
に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

根
幹
的
施
設
で
あ
る
終
末
処
理
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
南
側
の
七
見
町
中

塚
に
お
い
て
建
設
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、

鋭
意
工
事
の
進
捗
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
ま
し
て
は
、

平
成
21
年
度
に
は
建
築
工
事
及
び
水
処
理

機
械
設
備
並
び
に
電
気
設
備
の
製
作
、
据

付
工
事
を
順
次
発
注
し
、
平
成
23
年
３
月

末
の
工
事
完
成
、
同
年
４
月
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
と
、
く
み
と
り

便
所
が
水
洗
ト
イ
レ
に
替
わ
り
、
し
尿
や
生

活
雑
排
水
が
汚
水
管
渠
内
に
取
り
込
ま
れ
、

富
岡
町
の
受
益
地
周
辺
の
環
境
が
改
善
さ

れ
る
と
と
も
に
、
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保

全
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
い
た
す

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
富
岡
地
区
に
お
き
ま
し
て
、
平
成
21

年
度
よ
り
賦
課
徴
収
す
べ
く
地
元
説
明
会

並
び
に
広
報
を
重
ね
る
な
ど
の
事
業
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
来
の

全
世
界
的
な
経
済
大
不
況
に
よ
り
市
民
の

皆
様
に
も
少
な
か
ら
ず
の
影
響
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
徴
収
開
始
時
期
を

２
年
繰
り
延
べ
し
、
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

供
用
開
始
に
合
わ
せ
た
平
成
23
年
度
と
い

た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
が
あ
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
、
小
学
校

５
・
６
年
生
の
英
語
活
動
が
必
修
と
な
り
、

週
１
時
間
・
年
間
35
時
間
の
授
業
が
完
全

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

こ
の
英
語
授
業
は
、
５
年
・
６
年
生
の
各

学
級
担
任
教
師
が
直
接
行
う
こ
と
が
原
則

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
所
管
課
で
あ
る
教
育
研
究
所

に
、
新
年
度
か
ら
「
小
学
校
英
語
活
動
専

任
指
導
員
」
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

幅
広
い
立
場
か
ら
小
学
校
英
語
活
動
の
基

本
的
な
方
針
づ
く
り
、
授
業
の
相
談
指
導
、

学
校
現
場
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
づ
く

り
等
の
課
題
を
解
決
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
本
格
ス
タ
ー
ト
ま
で
あ
と

２
年
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
２
年
間
の
移

行
期
間
を
有
効
に
利
用
し
な
が
ら
、
今
後
、

英
語
活
動
の
本
格
稼
働
に
向
け
た
準
備
を

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
の
方
針
で
あ
る
「
阿
南
市
ご
み
処
理

施
設
整
備
・
運
営
事
業
実
施
方
針
」
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
公
表
い
た
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

方
針
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

皆
様
や
事
業
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
民
間
事

業
者
に
対
し
、
市
が
計
画
し
て
い
る
事
業
の

内
容
を
早
い
段
階
で
知
ら
せ
、
そ
れ
に
対
す

る
意
見
等
を
求
め
、
事
業
実
施
の
参
考
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
民
間
事
業
者
の

参
加
を
促
す
こ
と
に
繋
が
る
も
の
で
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
施
設
の
整
備

に
関
し
ま
し
て
は
、
市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
施
設
整
備
の
情
報
を
お
知
ら
せ

し
、
市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

施
設
に
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
保
育
料
、
授
業
料
、

子
育
て
支
援
保
育
料
の
減
免
措
置
を
実
施

し
、
子
育
て
支
援
策
の
柱
と
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
こ
の
た
び
、
現
下
の
厳
し
い
経
済

状
況
等
に
も
か
ん
が
み
、
こ
れ
ま
で
の
減
免

制
度
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
１
世
帯
に
３
人
以

上
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
保
育
所
･
幼

稚
園
等
に
通
っ
て
い
る
第
３
子
以
降
の
乳
幼

児
に
係
る
保
育
料
、
授
業
料
、
子
育
て
支

援
保
育
料
を
無
料
に
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
阿
南
市
の
子
育
て

支
援
策
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
少
子

化
対
策
と
し
て
の
効
果
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
の
緊
急
的
な
雇
用
対
策
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
の
支
援
策
と
し

ま
し
て
「
緊
急
融
資
制
度
」
の
迅
速
な
事
務

対
応
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
雇
用
対

策
と
し
て
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
失
業

者
の
方
を
主
な
対
象
と
し
て
、
６
か
月
以
内

ま
た
は
１
年
間
の
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

緊
急
的
な
短
期
の
雇
用
と
し
て
、
公
共

施
設
の
草
刈
り
や
清
掃
、
台
帳
整
備
、
各

種
事
業
の
啓
発
員
、
ま
た
、
継
続
的
な
雇

用
を
め
ざ
す
事
業
と
し
て
、
介
助
が
必
要
な

児
童
へ
の
介
助
員
や
耐
震
化
促
進
員
な
ど
の

職
種
を
中
心
に
市
の
直
接
雇
用
ま
た
は
委
託

事
業
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
で
25
人
程
度
の

雇
用
を
見
込
ん
で
お
り
、３
月
末
に
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
を
通
じ
ま
し
て
求
人
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
起
業
化
支
援
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
の
中

に
あ
る
空
き
建
物
を
借
り
上
げ
、
市
が
改
修

し
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
設
置
し
、

起
業
化
を
目
指
す
方
や
新
商
品
開
発
を
行

う
企
業
に
研
究
所
や
工
場
と
し
て
貸
し
出
し

す
る
も
の
で
す
。

　

全
国
で
は
大
学
内
に
こ
の
よ
う
な
施
設

が
、
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
高
等
専
門
学
校

内
に
市
が
積
極
的
に
支
援
す
る
施
設
は
、
新

た
な
取
組
で
あ
り
、
一
層
の
地
元
企
業
の
育

成
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
、
極
め
て
有
意

義
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｍ
Ａ
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ま
も
な

く
公
開
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
て
、
３
市
を

巡
る
観
光
プ
ラ
ン
や
特
産
品
の
紹
介
な
ど
、

民
間
観
光
サ
イ
ト
と
も
連
携
し
て
多
く
の
人

に
閲
覧
し
て
も
ら
え
る
サ
イ
ト
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
財
団
法
人
地
域
総

合
整
備
財
団
の
全
国
的
な
共
通
サ
イ
ト
に

観
光
情
報
を
登
録
す
る
と
と
も
に
、
３
市

内
の
主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
携
帯
電
話
で
読

み
取
り
で
き
る
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
、
旅

行
中
で
も
観
光
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
連
携
推
進
協
議
会

で
事
業
計
画
を
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、

４
月
に
阪
神
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
ま
す

阪
神
・
中
日
戦
に
お
い
て
Ａ
Ｍ
Ａ
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
う
ほ
か
、
共
通
ロ
ゴ
の
作
成

や
観
光
会
議
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
企

画
し
、
Ａ
Ｍ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
め
ざ
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。



市立図書館から、
今月号のおすすめのこの一冊

「この本よんで！ PaPa's 絵本」　

　　　　　　　　安藤　哲也／著　小学館／出版

　父親支援のNPO法人ファザーリング・ジャ
パン代表が、おすすめの読み聞かせ用絵本
と音楽を紹介。大ヒット「給食番長」のよし
ながこうたく氏の書き下ろし絵本も掲載。
　著者の生い立ちから、パパ 's 絵本プロジェ
クトの様子、アイデア次第で自由に広がる楽
しい絵本の使い方やおすすめの絵本をわか
りやすく紹介しています。
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阿南図書館　　☎23-2020
【開館時間】　平日　午前９時～午後６時
　土・日　午前９時～午後５時

【休館日】　６日・13日・20日・27日・29日・30日
【おはなしひろば】　「おはなしひろば ・ひまわり」主催
　５日・12 日・１９日・26 日　午後２時 ～３時   

【ぴよちゃんくらぶ】　９日・23日　午前 10時 30分〜 11時
　　

那賀川図書館　　☎42-3111
【開館時間】　午前10時～午後６時
【休館日】　６日・13日・20日・27日・29日・30日
【ボランティアからのお知らせ】
・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業は、４月11日㈯
午前８時 30 分から午後 10 時まで行います。
※雨天の場合は４月19日㈰に延期

【おはなし会】　－おはなしのポケット主催－
　５日・１２日・１９日・26日　午前11時〜　

【市民ギャラリー】　－入場無料－
　「おりがみ展 ～阿波の文化～」　徳島おりがみ研究会
　開催中～ 4 月 5 日㈰　※最終日５日は午後３時まで
　　日本の文化のひとつ「おりがみ」を次世代に伝えた
　くて作品をつくってまいりました。ぜひご覧ください。

　

羽ノ浦図書館　　☎44-2100
【開館時間】　午前10時～午後６時
【休館日】　６日・13日・20日・27日・30日
【おはなし会】　４日・１１日・18日・25日 　午後２時〜

図書館からのお願い

☆図書の返却期限を守りましょう！

　次の利用者が待っています。
　貸出期間内で他の利用者の予約がなければ延長も
できます。

☆図書館の資料は大切に扱いましょう！

　「書き込み・切り取り」は絶対にしないでください。
図書館の資料は市民の皆さんの貴重な財産です。

　図書館は利用者同士がお互いに尊重して
利用する公共の場所です。マナーを守り、
他の利用者にも配慮して、楽しく図書館を
利用してください。
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夢の次世代車「燃料電池
自動車」が阿南市に上陸　

　地球温暖化の原因とされる二酸化炭
素や窒素化合物など、大気汚染物質を
排出しない次世代型低公害車として、世
界から注目を集めている「燃料電池自動
車」が２月末から２週間、阿南市に貸
し出されていました。
　水素と酸素を反応させることによって
出来る電気で走る「燃料電池自動車」は、
エンジンの代わりにモーターが積まれて
おり、静かでなめらかな走りをするのが
特徴です。２月28日には第一回目の体
験同乗会が市役所で開かれ、約60人の
方が初めて乗車。
　「思ったより静かで、加速した感じが
飛行機が離陸するときに似ている」と、
木谷俊夫さん（42 歳：那賀川町）・優心
くん（７歳）は広報インタビューに答え
てくれました。
　この体験同乗会は環境省が実施して
いる啓発推進事業として阿南市が選定
されたことから実現したもので、貸与期

間中、市内 20箇所で行われました。

市制50周年を記念して
阿南市芸術の祭典が開かれる
　
　２月21日・22日の２日間にかけて、市
制施行50周年を記念して「阿南市芸術
祭」が文化会館夢ホールで行われました。
　この芸術祭は阿南市文化協会が主催
したもので、協会に加盟している25グ
ループが日頃から取り組んでいる楽器演
奏や合唱、舞踊やダンス、吟詠など 21
の演目を披露しました。普段なかなか一
堂で見ることが少ない和洋多彩な芸に、
満席となった会場からは大きな拍手が贈
られていました。
　またホワイエでは、阿南市華道連盟
八流派による「迎え花」が活けられたほ
か、100回以上の公演を行った市民劇場
のポスターも展示されるなど、阿南市の
文化芸術が美しく彩られた催しとなって
いました。

ふるさとを美しくしよう
桑野川クリーン作戦　
　
　｢自分たちのふるさとをいつまでも美
しくしよう！」を合言葉に、２月22日桑
野川河川敷で地域住民が主体となった
清掃作業が行われました。（主催：宝田
公民館等）
　〝桑野川クリーン作戦〟と名づけられ
たこの清掃作業に集まった約120名の参
加者たちは右岸の宝橋から富岡橋まで
約800ｍの区間の河川敷と土手をゴミ袋
と金挟みを持ちながら、捨てられたり、
漂着したゴミを回収していました。
　今年で19年目となるクリーン作戦です
が、回を重ねて「ふるさとを美しくする」
という意識が高まり、ゴミの不法投棄も

徐々に減ってきているということです。

ニュースオアシス

市内を走行する燃料電池自動車。高価なため現在は一般向けには市販されていない。 川べりに掛かったゴミもきれいに取り除かれた。

ステージ狭しと一生懸命に演技する出演者の皆さん。
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News Oasis

夢と希望の持てる
元気な農業をめざして

　食の安全が求められる現在、阿南産
の安全で安心な農産物の確保に向けて、
元気な農業者たちの情報交換と連携強
化を図ることを目的にした「認定農業者
フォーラム」が２月３日、市内のホテル
で開催されました。
　フォーラムでは、特産物である「すだ
ち」や「ゆず」「ゆこう」を使って天然柑
橘酢を製造している㈲西地食品の吉永新
八さん（新野町）が優良担い手として表彰
された後、県内で初めて常設型の農産物
直売所を開設した石井町『百姓一』代表
の中野統

つね

夫
お

さんによる講演が行われまし
た。
　開設して10年以上になる『百姓一』は
生産者の名前表示はもちろんのこと、会
員が直接店頭に立ってお客様の生の声を
聞くなどの姿勢と大阪出張販売やイベン
ト開催などにより、年間２億円以上の売
り上げを維持しているそうです。今後も
会員とお客様の気持ちを大切にする姿
勢を貫きたいと話していました。

阿南市地域防災計画等を
見直しました　

　市民の皆さんの生命や身体及び財産
を災害から守り〝災害に強い阿南市〟を
実現するための計画と防災体制を定めた

「阿南市地域防災計画・水防計画」の
見直しがこの度行われました。
　これは、前回計画を作成したときに
比べて、国・県の防災計画等が修正さ
れたことや気象業務整備計画等の改正
に対応するために見直しを行ったもの
で、具体的には災害時における要援護
者への支援対策や土砂災害の警戒情報
の運用方法、また医療救護所の設置等、
最新情報を取り入れて計画作成をした
ものであります。
　２月18日に、国・県及び警察等関係
機関の委員からなる「阿南市防災会議」
が開催され、審議のうえ決定されまし
た。

俳優・原田大二郎さんによる
人権啓発朗読会

　才能を惜しまれつつ若くして世を去っ
た作家・北条民雄。自らの体験を題材
にした私小説「いのちの初夜」は、師で
ある川端康成をして絶賛せしめたといわ
れています。
　当時不治の病とされたハンセン病患
者の極限の心理を描いた作品を、ピア
ノやバイオリン演奏を使いながら俳優の
原田大二郎さんが朗読する「人権啓発
講演会」が２月15日、夢ホールで行われ
ました。
　社会から隔離され、故郷や家族との
交際を絶って療養生活を送らざるを得
なかった患者の絶望感や苦悩、病気に
対する差別や偏見への怒りを原田さん
が朗読のみで表現する演技力に、「命と
は何か、生きるとは何か」を考えさせら
れました。
　北条民雄は阿南市出身といわれてい

ますがくわしいことはわかっていません。
　

計画制定の趣旨を説明する岩浅市長。

熱っぽく語る ｢百姓一｣ 代表の中野統夫さん。

朗読のみの迫真の演技に、場内は水を打ったような静寂に包まれた。
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検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
11
人
の

検
察
審
査
員
が
、
一
般
の
国
民
を
代

表
し
て
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯
罪

の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
者
）
を
裁
判

に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処

分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

阿
南
検
察
審
査
会
は
、
４
月
１
日

に
徳
島
検
察
審
査
会
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
日
以

降
に
申
立
て
を
行
う
場
合
に
は
、
徳

島
検
察
審
査
会
あ
て
に
申
立
て
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
員
ま
た
は
、
補

充
員
に
選
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
徳

島
検
察
審
査
会
の
検
察
審
査
員
ま
た

は
、
補
充
員
と
し
て
選
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
（
☎
０
８
８
―

　

一
人
ひ
と
り
の
純
粋
で
澄
み
切
っ

た
歌
声
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

な
っ
て
阿
南
市
に
響
き
渡
り
、
感
性

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
が
育
成
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

対
象
年
齢　

４
歳
～
18
歳

練
習
日
時　

毎
週
土
曜
日

・
初
級
（
13
時
30
分
～
14
時
30
分
）

・
中
級
（
14
時
30
分
～
15
時
45
分
）

・
上
級
（
14
時
15
分
～
15
時
45
分
）

練
習
会
場　

初
級
・
中
級
は
阿
南
図

書
館
３
階
。
上
級
は
ひ
ま
わ
り
会
館

２
階
21
世
紀
室
。

入
団
費
２
千
円
、
月
謝
３
千
円
、
保

　

身
に
つ
け
た
技
能
を
検
定
す
る
こ

と
で
技
術
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た

国
家
検
定
制
度
で
す
。

職　

種　

園
芸
装
飾
な
ど
29
職
種

申
し
込
み　

４
月
２
日
㈭
～
15
日
㈬

　

試
験
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

県
職
業
能
力
開

発
協
会
（
☎
０
８
８
―
６
６
３
―

２
３
１
６
）
へ

護
者
費　

年
一
回
３
千
円

問
い
合
わ
せ
は　

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

の
会　

森
野
洋
子
（
☎
０
９
０
―

９
５
５
６
―
９
９
６
８
）
へ

６
５
２
―
３
１
４
１
）
へ

受
験
資
格　

▼
一
般
・
技
術
：
20
歳

以
上
26
歳
未
満
の
者
（
22
歳
未
満
の

者
は
大
卒
（
見
込
含
む
））、
大
学
院

修
士
学
位
取
得
者
（
海
上
技
術
幹
部

志
願
者
は
、
理
工
学
修
士
学
位
取
得

者
に
限
る
）
は
28
歳
未
満
▼
歯
科
・

薬
剤
：
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20

歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
（
薬
剤
は
20

歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
薬
剤
修
士

学
位
取
得
者
は
、
28
歳
未
満
））

身　

分　

特
別
職
国
家
公
務
員

給　

与　

初
任
給
：
大
学
卒　

▼
一
般
・
技
術
・
薬
剤
：
２
１
４
，

９
０
０
円

▼
歯
科
：
２
３
２
，
０
０
０
円

ボ
ー
ナ
ス　

年
２
回
、
４
・
５
ヵ
月

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
５
月
12

日
㈫

試
験
期
日　

▼
一
般
・
技
術
：
１
次

５
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
（
18
日
㈪
は

飛
行
要
員
の
み
）
▼
歯
科
・
薬
剤
：

１
次
５
月
16
日
㈯

　

各
種
手
当
、
休
日
・
休
暇
、
待
遇

等
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

自
衛
隊
阿
南
地
域

事
務
所
（
☎
22
―
６
９
８
１
）
へ

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の
配

布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

第
一
次
試
験
日　

５
月
17
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は 　

中
国
・
四
国
地

区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室
（
☎

０
８
２
―
４
２
４
―
５
６
１
６
）
へ

陸
・
海
・
空
自
衛
官

幹
部
候
補
生
募
集

国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験

阿
南
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集

技
能
検
定
試
験
の

ご
案
内
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検
察
審
査
会
の

統
合
に
つ
い
て



　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な

夜
桜
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ

ん
昼
間
は
美
し
い
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を

じ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間　

３
月
27
日
㈮

～
４
月
12
日
㈰
午
後
６
時
～
10
時
30

分

  

４
月
５
日
㈰
イ
ベ
ン
ト
開
催

午
前
９
時
～

会　

場　

桜
づ
つ
み
公
園
北
入
り
口

内　

容　
○
岩
脇
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
演
奏
○
創
作
和
太
鼓
の
演
奏
○
琴

演
奏
○
お
茶
の
野
点

※
桜
並
木
ゾ
ー
ン
で
は
、
お
餅
の
配

布
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
各
種
団

体
の
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

桜
づ
つ
み
公
園
及
び
河
川
敷
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

（
注
）
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
の
間
は
、
桜
並
木

ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
車
は
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

桜
ま
つ
り
保
存
会

亥
本
（
☎
44
―
２
６
３
２
）
へ

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映
画
祭
グ

ラ
ン
プ
リ
、
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
テ

ン
第
一
位
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最

優
秀
作
品
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
「
お

く
り
び
と
」
は
、
つ
い
に
世
界
映
画

の
頂
点
「
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映

画
賞
」
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
人
生
最
後
の
旅
立

ち
の
お
手
伝
い
、
納
棺
師
の
仕
事
を

描
い
た
も
の
で
す
。
重
い
内
容
に
も

拘
わ
ら
ず
ユ
ー
モ
ア
を
絶
妙
に
散
り

ば
め
、
愛
す
る
こ
と
、
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
を
描
い
た
異
色
の
作
品
に

仕
上
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
見
る

者
に
笑
い
と
涙
、
大
き
な
感
動
を
与

え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

日　

時　

４
月
12
日
㈰
①
午
前
10
時

30
分
②
午
後
２
時
③
午
後
６
時
30
分

場　

所　

文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル

入
場
料　

当
日
：
一
般
・
大
学
生
１
，

３
０
０
円
、
小
・
中
・
高
生
・
シ
ニ

ア
（
60
歳
以
上
）
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　

あ
な
ん
で
映
画
を

み
よ
う
会　

篠
原
（
☎
22
―
９
８
５

９
）
へ

開
催
日
時　

４
月
12
日
㈰
・
５
月
10

日
㈰
・
６
月
14
日
㈰
（
毎
月
第
２
日

曜
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

東
部
自
然
公
園（
才
見
町
）

対
象
者　

小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保

護
者
同
件
で
可
）

準
備
物　

運
動
で
き
る
服
装
で
帽
子

と
水
筒
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
。
保
険
料
と
し
て
一

人
当
た
り
１
０
０
円
必
要
で
す
。

内　

容　
▼
４
月
12
日
㈰
：
春
の
訪

れ
（
生
き
も
の
発
見
ラ
リ
ー
を
し
な

が
ら
…
）
春
！
心
は
ず
む
春
！
自

２
日
㈭　

県
中
学
校
選
手
権
大
会

３
日
㈮　

県
中
学
校
選
手
権
大
会

11
日
㈯
・
12
日
㈰　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時　

青
年
会
議
所
徳
島
県

支
部
野
球
大
会

四
国
・
九
州
Ｉ
Ｌ
公
式
戦

11
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～

　

徳
島
―
長
崎　

12
日
㈰　

午
後
６
時
30
分
～

　

徳
島
―
長
崎　

西
日
本
生
涯
還
暦
野
球
大
会

18
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
～

19
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

県
高
校
野
球
阿
南
那
賀
大
会

25
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
～　

26
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

　

今
年
も
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク

ス
の
選
手
を
市
内
の
家
庭
に
宿
泊
い

た
だ
き
交
流
を
図
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

野
球
の
ま
ち
阿

南
推
進
協
議
会
事
務
局
（
☎
22
―

１
２
９
７
）
へ

　

雄
大
に
流
れ
る
那
賀
川
を
臨
み
な

が
ら
自
転
車
で
走
る
「
那
賀
川
流
域

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
羽
ノ
浦
大
会
」

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
出
場
さ

れ
る
方
は
締
切
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
当
日
の
参
加
申
し

込
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

大
会
日
時　

５
月
17
日
㈰
午
前
８
時

40
分
開
会
・
９
時
10
分
～
那
賀
川
河

川
敷
公
園
を
順
次
ス
タ
ー
ト
。
▼
A

コ
ー
ス　

１
２
０
㎞
▼
Ｂ
コ
ー
ス　

50
㎞
。

参
加
資
格　

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

15
歳
以
上
で
Ａ
コ
ー
ス
６
時
間
以

内
、
Ｂ
コ
ー
ス
３
時
間
以
内
で
完
走

で
き
る
人
。（
未
成
年
者
は
保
護
者

の
承
認
が
必
要
で
す
。）

申
込
方
法　

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

那
賀
川
流
域
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

福
住
（
☎
44
―
２
１
５
３
）
へ

然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
よ
う
！

▼
５
月
10
日
㈰
：
五
月
の
森
を
探
検

し
よ
う
！
新
緑
の
森
で
ど
ん
な
生

き
も
の
た
ち
に
出
会
え
る
か
な
？　

▼
６
月
14
日
㈰
：
雨
も
楽
し
い
！
雨

の
日
ど
ん
な
発
見
が
あ
る
か
な
？

問
い
合
わ
せ
は　

阿
波
南
部
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

松
田

（
☎
０
８
０
―
５
６
６
５
―

１
５
６
７
）
へ

羽
ノ
浦
・
岩
脇

さ
く
ら
ま
つ
り

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞
受
賞

「
お
く
り
び
と
」上
映
会

東
部
自
然
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
月
例
会

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

４
月
の
試
合
日
程

那
賀
川
流
域
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン

羽
ノ
浦
大
会　

参
加
者
募
集

　機帆船組合として発足した同組合阿南支部
は富岡廻船組合、阿南地区海運組合と数次の
名称変更を経て、昭和61年４月より「徳島県
内航海運組合阿南支部」に組合名を改正しま
した。
　現在組合員は27名で所属船は36隻（47.965
トン）と多数の廃業者が出るなか、最盛期の約
半数となりましたが、阿南支部では数多くの二代
目、三代目が海運業を継承して、地域経済の
発展に向けて活躍中です。
問い合わせは　同支部事務所
　　　　　　　（☎ 22-2707 向原町下ノ浜）

徳島県内航海運組合
阿南支部事務所が
リニューアルしました。

来月号の原稿の締め切りは、４月６日㈪となっています。
掲載基準等、くわしくは秘書広報課（☎22−1110）までお尋ねください。広報 あなん 平成 21年（2009）４月 1日〈第 609 号〉21



問い合わせは　阿南市保健センター　☎22−1590　
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献血実施一覧４月

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
初
心
者
を
対
象
に

し
た
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
歩
く
よ

う
に
と
指
導
を
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、

な
か
な
か
始
め
ら
れ
な
い
で
い
る
皆

さ
ん
！
こ
の
機
会
に
一
緒
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

対　

象　

普
段
運
動
し
て
い
な
い
方

　
「
阿
南
健
康
完
歩
マ
ッ
プ
」
と
貯
筋

通
帳
を
活
用
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

な
が
ら
四
季
折
々
の
ふ
る
さ
と
を
探

索
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

完
歩
マ
ッ
プ
と
貯
筋
通
帳
は
保
健

セ
ン
タ
ー
及
び
各
公
民
館
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
全
コ
ー
ス
10
巡
し
完
歩

さ
れ
た
方
に
は
、
健
康
増
進
の
認
定

証
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

で
医
師
よ
り
運
動
制
限
を
受
け
て
い

な
い
方
（
30
名
程
度
）

※
昨
年
度
の
講
座
を
受
講
し
た
方
は

受
講
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日　

時　

①
４
月
28
日
㈫
②
５
月
12

日
㈫
③
５
月
19
日
㈫
④
５
月
26
日
㈫

（
同
じ
方
が
毎
火
曜
日
に
４
回
受
講
）

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

①
・
③
は
ひ
ま
わ
り
会
館
、

②
・
④
は
南
部
総
合
県
民
局
保
健
福

祉
環
境
部
阿
南
庁
舎
（
阿
南
保
健
所
）

で
す
。

内　

容　

座
学
60
分
：「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ぐ
食

生
活
や
運
動
に
つ
い
て
、
正
し
い
歩

き
方
」
な
ど
。

実
技
60
分
：
ス
ト
レ
ッ
チ
、
阿
波
踊

り
体
操
、
楽
な
歩
き
方
な
ど
。

受
講
料　

４
回
で
５
０
０
円

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

４
月
17
日
㈮
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

　

阿
波
踊
り
を
ベ
ー
ス
に
、
よ
し
こ

の
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

阿
波
踊
り
体
操
は
、
肩
や
腰
を
ほ

ぐ
し
、
良
い
姿
勢
と
強
い
足
腰
を
保

つ
効
果
も
あ
り
ま
す
の
で
、
肩
こ
り

や
腰
痛
の
あ
る
方
も
、
ぜ
ひ
一
緒
に

阿
波
踊
り
体
操
を
踊
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

日　

時　

４
月
10
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

講　

師　

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要
で
す
。

阿
波
踊
り
体
操
を

無
料
で
教
え
に
い
き
ま
す
。

　

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
（
あ
な
ん

阿
波
踊
り
体
操
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
）

を
ご
存
知
で
す
か
？　

軽
快
な
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
踊
る
阿
波
踊
り
体
操
を

あ
な
た
の
ま
ち
（
市
内
）
ま
で
、
指

導
員
が
無
料
で
教
え
に
行
き
ま
す
。

「
阿
波
踊
り
体
操
」
ビ
デ
オ
等
を

無
料
で
貸
し
出
し
し
ま
す
。

　

ご
自
宅
で
、
家
族
や
友
達
と
一
緒

に
踊
れ
る
解
説
付
き
の
阿
波
踊
り
体

操
等
の
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
を

無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
・

各
支
所
・
各
住
民
セ
ン
タ
ー

阿
波
踊
り
体
操
教
室
及
び
体
操
ビ
デ

オ
の
問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー　
（
☎
22
―
１
５
９
０
）

へ

「
は
じ
め
て
の
ウ
オ
ー
ク
講
座
」

受
講
生
募
集
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り
を

阿
波
踊
り
体
操
教
室
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達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室
は
お
休

み
で
す
。

５
月
か
ら
の
教
室
を
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　

  
保
健
セ
ン
タ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
。
子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ

な
ど
５
名
以
上
の
団
体
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

保
険
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～

平
成
22
年
３
月
31
日

掛
金
（
一
人
年
額
）　

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
中
学
生
以
下
の
団
体
に
つ
い

て
は
６
０
０
円
、
そ
の
他
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
22
―
３
３
９
４
）
へ 

　

日
常
生
活
用
具
の
給
付
や
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

○
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対

象
の
１
２
３
疾
患
及
び
関
節
リ
ウ
マ

チ
患
者
の
方
。

○
在
宅
で
の
療
養
が
可
能
で
あ
る
と

医
師
に
判
断
さ
れ
た
方
。（
医
師
の
意

見
書
が
必
要
で
す
。）

○
介
護
保
険
法
、
老
人
福
祉
法
、
障

害
者
自
立
支
援
法
等
の
施
策
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

　

統
合
失
調
症
の
方
が
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て

仲
間
同
士
で
集
い
交
流
を
深
め
た
り
、

調
理
実
習
や
生
活
訓
練
を
行
う
こ
と

で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
の
療
養
が
可
能
で

あ
る
統
合
失
調
症
の
方
で
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ク
ラ
ブ
阿
南
へ
の
参
加
を
希
望
す

る
本
人
及
び
家
族
の
方
。

※
参
加
に
際
し
て
は
、
医
師
の
意
見

書
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

教
室
の
休
み
の

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

難
病
患
者
等
居
宅
生
活

支
援
事
業
の
ご
案
内

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ

阿
南
」
の
ご
案
内

　

平
成
20
年
度
の
国
の
緊
急
生
活
対

策
に
よ
り
、
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育

期
の
子
育
て
の
負
担
に
配
慮
す
る
観

点
か
ら
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
子
育

て
応
援
特
別
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対　

象　

２
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
が

２
人
以
上
お
り
、
か
つ
、
第
２
子
以

降
の
子
ど
も
が
平
成
14
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
い
る
世
帯
。

申
請
期
間　

４
月
１
日
～
９
月
30
日

支
給
方
法　

世
帯
主
か
ら
の
申
請
に

よ
り
対
象
と
な
る
子
ど
も
一
人
あ
た

り
３
万
６
千
円
を
口
座
振
込
に
よ
り

支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22
―
１
６
７
７
）
へ

　

こ
の
手
当
は
、
平
成
20
年
度
の
国

の
緊
急
生
活
対
策
措
置
で
す
。

　

阿
南
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
妊

娠
届
出
時
に
交
付
し
て
い
る
「
妊
婦

一
般
健
康
診
査
受
診
票
」
を
14
枚
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

妊
娠
中
で
、
阿
南
市
に
お
い
て
妊
娠

届
を
出
さ
れ
た
方
は
、
妊
娠
週
数
に

よ
り
追
加
分
の
「
妊
婦
一
般
健
康
診

査
受
診
票
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
市
外
で
妊
娠
届
を
出

さ
れ
、
転
入
後
阿
南
市
で
受
診
券
の

交
換
を
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

次
の
と
お
り
申
請
に
基
づ
い
て
追
加

交
付
し
ま
す
。

対　

象　

現
在
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

（
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
妊
娠

届
を
出
さ
れ
た
方
）

申
請
に
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手

帳
・
印
鑑

申
請
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

子
育
て
応
援
特
別
手
当

「
妊
婦
一
般
健
康
診
査

受
診
票
」
に
つ
い
て

《
４
月
の
日
程
》　

10
日
㈮
・
22
日
㈬

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手

帳
・
予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
接
種
間
隔
は
、
６
週
間
以
上
あ
け

た
日
程
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
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阿
南
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
お

ら
れ
る
ご
夫
婦
に
対
し
て
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
治
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
の
会
」
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

乳
幼
児
健
診
や
各
種
母

子
保
健
事
業
を
行
う
時
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所　

ひ
ま
わ
り
会
館
・
橘
町

総
合
セ
ン
タ
ー
・
那
賀
川
社
会
福
祉

会
館
・
羽
ノ
浦
公
民
館
な
ど

応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
方
で
、
子

ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
な
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

対
象
者　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

○
阿
南
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

○
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

で
あ
る
こ
と
。

○
徳
島
県
の
不
妊
治
療
費
の
助
成
対

象
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

対
象
と
な
る
治
療　

徳
島
県
知
事
が

指
定
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
開
始

さ
れ
た
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受
精
・

顕
微
受
精
）

助
成
額
及
び
助
成
期
間　

１
年
度
当

た
り
治
療
費
の
範
囲
内
で
10
万
円
を

限
度
に
通
算
５
年
間

申
請
に
つ
い
て　

治
療
が
終
了
し
た

年
度
内
に
必
要
な
書
類
を
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

を
ご
存
知
で
す
か
？

「
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
の
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

《
４
月
の
日
程
》

８
日
㈬　

桑
野
公
民
館

10
日
㈮　

新
野
公
民
館

15
日
㈬　

長
生
公
民
館

22
日
㈬　

福
井
公
民
館

24
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
1
日
㈬
、
3
日
㈮
、

７
日
㈫
、
14
日
㈫
、
17
日
㈮
、
21
日

㈫
、
28
日
㈫
で
す
。

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
課

（
☎
22
―
１
５
９
３
）
へ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

《
４
月
の
日
程
》

２
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

３
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　

食
事
会

10
日
㈮　

紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　
　
　
　
「
お
し
ゃ
べ
り
く
ま
さ
ん
」

　
　
　
　

来
園

13
日
㈪　

発
育
計
測
＆
育
児
相
談

16
日
㈭　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

20
日
㈪　

発
育
計
測

23
日
㈭　

こ
い
の
ぼ
り
制
作

24
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

30
日
㈭　

お
誕
生
会

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開　

園　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時問
い
合
わ
せ
は　

那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５
―
38
―

１
１
６
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

（
那
賀
川
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

幼児予防接種について
　予診票が届いたら、接種間隔を確認してお子さまの体調のよいときに受けてください。

※日本脳炎予防接種は、平成17年5月30日より積極的な勧奨を控えていますが、流行地へ渡
航する、蚊に刺されやすい環境にある等、日本脳炎に感染するおそれが高い場合などで、
保護者が特に希望する場合は、接種可能となっています。くわしくは保健センターへお問
い合わせください。		

※該当年齢を過ぎても任意で（有料）接種できます。間隔を守って受けてください。		
※該当年齢のお子さまで予診票を紛失されている方は、保健センターに連絡してください。

問い合わせは　保健センター（☎ 22−1590）へ

予防接種名 回数 標準的な接種年齢 実施月日 接種場所
ポリオ 2 生後3ヵ月～ 7才6ヵ月未満 年間 ひまわり会館
BCG 1 生後3ヵ月〜 6ヵ月未満までに１回 年間

市内委託
医療機関

三種混合
 ・百日咳
 ・ジフテリア
 ・破傷風

3 生後3ヵ月～ 7才6ヵ月未満

年間
追加 1

7才6ヵ月未満までで、初回接種最後か
らおおむね 1 年経って

麻しん・
風しん混合

1 １才～2才未満 年間

1 5才～7才未満まで小学入学前
平成22年3月
31日まで

日本脳炎
2 3才～7才6ヵ月未満

年間
追加 1

7才6ヵ月未満までで、初回よりおおむ
ね1年経って
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子
育
て

　

ハ
ガ
キ
通
信

　

阿
南
市
在
住
で
初
め
て
子
育
て
す

る
方
に
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
か
ら
１
歳

の
誕
生
日
ま
で
毎
月
１
回
、
成
長
に

応
じ
た
子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
送

付
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
ご
記
入
の

う
え
、
〒
７
７
４
―
０
０
２
３　

橘

町
豊
浜
36
―
３　

橘
保
育
所
（
☎
27

―
１
４
４
１
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
課

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
阿
南
市
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
お
子

さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
っ
て
、
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
庭

に
対
す
る
育
児
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

　
　
（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
４
月
の
日
程
》

６
日
㈪　

開
所
は
じ
め
ま
し
て

14
日
㈫　

楽
し
い
お
話

17
日
㈮　

み
ん
な
で
歌
お
う

21
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

24
日
㈮　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う　
　
　

28
日
㈫　

お
誕
生
会　

ふ
れ
あ
い
昼
食
会
（
親
子
で
楽
し
く

お
食
事
し
ま
す
）

※
ひ
ろ
ば
で
は
、
一
年
を
通
し
て
子

育
て
教
室
や
お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ム
な
ど
を
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
「
み
ど
り
の
木
」
の
協
力
を
得

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
い
集
い
の
場
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
相
談
は
随
時
お
受
け
し
ま

す
の
で
来
所
お
電
話
く
だ
さ
い
。

時　

間　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
２

時問
い
合
わ
せ
は　

親
子
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
44
―
５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

　
　
　
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

《
４
月
の
日
程
》

14
日
㈫　

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

21
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

28
日
㈫　

お
誕
生
会            

※
開
放
日
は
６
日
㈪
か
ら
で
す
。

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
在
宅
の
親

子
の
方
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
さ

れ
る
方
は
、
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42
―
０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
（
橘
保
育
所
）

《
４
月
の
日
程
》

14
日
㈫　

手
遊
び
し
よ
う

21
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

28
日
㈫　

お
誕
生
会

※
開
放
日
は
６
日
㈪
か
ら
で
す
。

日　

時　

毎
週
月
～
金
曜
日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
子
育
て
事
業

親
子
教
室
「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
２
時

30
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ
は　

橘
保
育
所
（
☎
27

―
１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
４
月
の
日
程
》

14
日
㈫　
「
わ
ら
べ
う
た
で
遊
ぼ
う
」

講
師
：
中　

洋
子
先
生
（
わ
ら
べ
う

た
研
究
家
）

○
０
歳
～
１
歳
：
午
前
10
時
30
分
～

○
２
歳
～
３
歳
：
午
前
11
時
～

※
予
約
が
必
要
で
す
。（
当
日
は
時

間
厳
守
を
お
願
い
し
ま
す
。）

21
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

28
日
㈫　

お
誕
生
会

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時問
い
合
わ
せ
は　

平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21
―
２
０
０
２
）
へ

対
象
者　

阿
南
市
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
と
保
護
者
の
方

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

右
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日　

時　

４
月
15
日
㈬
午
前
10
時

～
11
時
30
分

内　

容　

七
田
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ

デ
ミ
ー
の
先
生
に
、
右
脳
を
活
発

に
さ
せ
、
個
性
豊
か
な
子
ど
も
に

育
つ
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

日　

時　

５
月
13
日
㈬
午
前
10
時

～
11
時
30
分

内　

容　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ワ
ー
ル

ド
の
先
生
と
一
緒
に
風
船
を
使
っ
て

か
わ
い
い
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

申
込
期
間　

各
教
室
と
も
４
月
２
日

㈭
か
ら
随
時
受
け
付
け

定　

員　

各
教
室
15
組
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

参
加
料　

各
教
室
１
組
５
０
０
円

※
各
教
室
と
も
託
児
を
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

㈳
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
☎
23
―
２
６
３
０
）
へ

阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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